
 

 

 

 

 

 

９
月
中
旬
に
来
襲
し
た
台
風
１４
号
に
よ
り
道
路
や

水
路
へ
の
被
害
が
各
集
落
で
発
生
し
、
そ
の
復
旧
作
業

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地
区
共
有
の
「
毛
無
尾
共
有
林
」

で
も
、
そ
の
西
側
の
ア
ク
セ
ス
道
路
へ
か
な
り
の
倒
木

が
あ
り
、
ま
た
路
面
の
土
砂
流
失
と
荒
れ
が
発
生
し
、

自
動
車
で
の
進
入
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。 

倒
木
部
分
に
つ
い
て
は
、
日
常
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
萱
籠
の
糸
長
好
則
さ
ん
、
衛
藤
清
次
さ
ん
の
お
二

人
に
お
願
い
し
て
撤
去
で
き
ま
し 

た
が
、
路
面
の
荒
廃
に
つ
い
て
は 

重
機
に
よ
る
本
格
作
業
が
必
要
な 

状
況
で
、
別
途
の
事
業
と
し
て
取 

り
組
む
こ
と
に
し
ま
す
。 

共
有
者
で
あ
る
地
区
民
各
位
へ 

参
考
情
報
と
し
て
状
況
を 

ご
報
告
致
し
ま
す
。 

｢
あ
ん
し
ん
生
活
お
守
り
キ
ッ
ト｣ 

制
度
は
、
緊
急
連
絡
シ
ー
ト

（
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
常
用
薬
、
血
液
型
、
緊
急
連
絡
先

な
ど
の
個
人
情
報
を
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
た
も
の
）
を
個
人
別

に
作
成
し
、
世
帯
全
員
分
を
専
用
の
細
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス

に
納
め
て
ご
自
宅
の
冷
蔵
庫
内
に
保
管
頂
き
、
緊
急
出
動
で
駆
け

つ
け
た
救
急
隊
員
の
一
次
対
応
の
際
に
こ
の
情
報
を
医
療
機
関

や
近
親
者
へ
の
通
報
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
あ
ん
し
ん
生
活
の
向

上
を
目
指
し
た
制
度
で
す
。 

平
成
二
十
三
年
秋
の
当
地
区
で
の
制
度
導
入
後
、
経
年
に
伴
う

個
人
情
報
や
世
帯
構
成
な
ど
の
変
化
分
を
反
映
し
た
連
絡
シ
ー

ト
に
更
新
し
て
い
た
だ
く
事
業
は
1
回
だ
け
行
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
こ
の
更
新
を
し
て
お
ら
ず
、
連
絡
シ
ー
ト
の
内
容
と
実
際

と
が
合
わ
な
い
事
例
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
地
区
内
へ
の
救
急
車
の
出
動
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
昨

今
の
状
況
も
考
慮
し
、
今
期
こ
の
更
新
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
１１
月
下
旬
よ
り
区
長
さ
ん
経
由
で
各
世
帯
へ
今

回
の
更
新
に
つ
い
て
の
案
内
文
と
関
連
し
た
書
式
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
手
順
に
従
っ
て
記
入
、
保
管
な
ど
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
一
刻
を
争
う
様
な
体
の
変
調
や
緊
急
事
態
は
、
同
居
家

族
が
多
い
と
か
、
ま
だ
若
く
て
健
康
だ
か
ら
と
か
の
状
況
や
理
由

に
は
関
係
な
く
、
突
発
す
る
例
が
多
い
も
の
で
す
。 

現
在
当
制
度
に
未
加
入
の
世
帯
に
つ
い
て
も
、
ご
自
身
や
ご
家
族

の
安
心
と
安
全
確
保
の
自
助
努
力
と
捉
え
、
今
回
の
更
新
を
契
機

と
し
て
、
新
規
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
奨
め
し
ま
す
。 

宇
佐
市
が
推
進
中
の
「
脱
炭
素
促
進
グ
リ
ー
ン
活
動

支
援
事
業
」
へ
の
当
協
議
会
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
津
房
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
に
し
た
小
水
力
発

電
に
関
す
る
講
座
と
体
験
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

10
月
13
日
の
３
・
4
限
の
授
業
で
、
講
師
に
は
こ
の

分
野
に
憧
憬
が
深
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
田
中
克
典

氏
へ
依
頼
、
児
童
諸
君
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気
に
つ
い

て
基
本
的
な
知
識
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た
め
の
講
座

の
あ
と
、
自
転
車
の
ハ
ブ
発
電
機
と
手
製
水
車
と
を 

一
体
に
し
た
簡
便
な
小
水
力
発
電
機
を
学
校
裏
の
用
水

路
の
水
で
回
転
さ
せ
、
実
際
に
発
電
す
る
さ
ま
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
は
身
近
に
エ
ネ 

ル
ギ
ー
が
存
在
し
、
工
夫
を 

す
れ
ば
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と 

し
て
生
み
出
せ
る
こ
と
を
体 

験
し
、
感
激
し
て
い
る
よ
う 

で
し
た
。 

コロナ禍で中断していた「津房探訪ツアー」、最近の社会情勢と屋外で

の分散行動であることを考慮のうえ、再開することにしました。 

今回は、地区の隠れた史跡巡りと、日ごろの運動不足を補うフットパス

ウォーキングを組み合わせたメニューで行います。 

【 開催日時 】 １１月２６日（土） ９：００集合～１２：３０ 

【 集合場所 】   松本集落の「松本営農センター」  

【 探訪コース 】  

  集合場所 →〈車分乗で移動〉 → 池入口 P → 「ひょうたん池」 

→ 下畑 → ぶどう園（見学）→「なた落としの滝」→ 池入口 P 

→〈車分乗で移動〉→ 山入口 P →「松本城址」（茶臼山）→ 山入口 P   

→〈車分乗で移動〉→ 集合場所→「南光寺仁王像」→松本営農センター    

で昼食後・解散        

 全行程：徒歩 5km 、車移動 10kmとなります   

【 参加届けなど 】軽い昼食提供の都合より、事前に参加届け願います   

ただし、参加料は不要です。 

【 その他 】 雨天中止とします ＜ きりさめ程度までは開催 ＞ 

 

 参加届け先   ☏ ０９７８－４８－２００１ ＜地区公民館内・事務局＞ 

 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

ご意見などお寄せ願います。 

 

秋の全国交通安全運動は例年通り９月２１日から３０日ま

での１０日間でしたが、当地区の活動は、期間中の土日と祝日

を除いた７日間の早朝 7：30～8：00の間、六郎丸交差点で

通行車両への安全運転の呼びかけ、津房小児童の登校見守り活

動を行いました。 

国道５００号の道路改良が進んで地区住民以外の通り抜け

車が飛躍的に増え、特に、朝の出勤時間帯の当交差点はかなり

の交通量ですが、高倉駐在さん、佐藤小学校長、女性ドライバ

ー安全会、交通安全協会津房分会、当協議会・あんしん部会の

メンバーで編成したチームが輪番で出役頂き、各人お気に入り

のプラカードを掲げて交通安全を呼びかけしました。 

（７日間の延べ出役人数は５1人） 

なお、従来は巡回のみであった安心院支所の街宣車スタッフ

が、今回から当活動に加わってくれるようになりました。 

学
校
裏
手
の
用
水
路
で

発
電
機
の
体
験 
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↑ 収納プラスチックケース

と緊急連絡シート 

↓ 保管場所ラベルと加入章 

校長さん、駐在さん、

一般出役者に見守ら

れて集団登校する 

川西集落の児童たち 

 


